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か、2014 年 3 月に発表した 2015 年度予算案および
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図表 1　研究開発予算案総額および主な機関の研究開発予算案の額
図表 3　OGSI を上乗せした場合の NIH、NSF、NIST の予算案の額
図表 2　OGSI における研究およびイノベーションに関する項目の抜粋
（単位：100 万ドル）　　   　　　　　　　　出典：参考文献 1 を基に科学技術動向研究センターにて作成
（単位：100 万ドル）　     　　　  　　　　　出典：参考文献 4 を基に科学技術動向研究センターにて作成
　2014 年 3 月、オバマ大統領は予算案の発表と
合わせて「機会、成長、および安全イニシアチ


















OGSI による予算案の額が示されている。図表 3 は
全米科学振興協会（AAAS）が取りまとめた OGSI
を上乗せした場合の各機関の予算案の額である4）。
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機会、成長、および安全イニシアチブ2-2
出典：参考文献 2 を基に科学技術動向研究センターにて作成


















名の大学の学長は、2013 年 7 月 31 日にオバマ大
統領および連邦議会議員に宛てて「イノベーショ






























































































































図表 5　NIH と NSF の支援メカニズム
出典：参考資料 8、9 および NIH、NSF ウェブサイト掲載情報に基づき科学技術動向研究センターにて作成










































階に対する第 1 回の公募が行われ、2 年間にわた











ン部隊（Innovation Corps （I-Corps））という 6 か





















計 9,500 万ドル配分された 22 件の ARPA-E プロ












　NIH に お い て は、NIH 所 長 室 の 共 通 基 金 予
算 関 連 文 書 に、「 そ の 他 資 金 執 行 権 限（Other 
Transaction Authority （OTA））」の支出として
3,000 万ドルを要求し、ハイリスクで目標に導かれた
DARPA 型のモデルにより Bioelectronic Medicines
の研究開発を行うという記述が見られる14）。また、
OGSI においても DARPA 型モデルによる資金配分
を拡大することが言及されている。ただし、この
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1）　OSTP, 2014 R&D Budgets：http://www.whitehouse.gov/administration/eop/ostp/rdbudgets/2014
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10）NIST, Advanced Manufacturing Technology Consortia （AMTech） program：http://www.nist.gov/amo/
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12）DOE, ARPA-E：http://arpa-e.energy.gov/
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14）OSTP, The 2015 Budget: Science, Technology, and Innovation for Opportunity and Growth：
　　http://www.whitehouse.gov/sites/default/files/microsites/ostp/Fy%202015%20R&D.pdf
15）Senate, Committee on Appropriations, Full Committee Hearing: Driving Innovation through Federal Investments, 
















DARPA の Prabhakar 長官は、「同機関がそのユ
ニークなミッションを達成することができた背景
には、米国の強力な研究開発エコシステムがある」
と述べており、このエコシステムを理解すること
が米国の科学技術政策を理解する鍵となると考え
られる15）。
参考文献
執筆者プロフィール
